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結 果 責 任 を明 確 にする運 営 法  

H 2 5 - 7 - 1 6  ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 研 究 会  玉 木 悠 二  

          

“ 他 責 主 義 ” を 廃 し 、 「 結 果 責 任 を 自 覚 し た 運 営 の あ り 方 」 を 明 確 に す る こ と が 、 こ

の 国 で は 喫 緊 の 課 題 の 様 に 思 わ れ る 。  

  や や も す れ ば 「 想 定 外 」 と い う 様 な 言 葉 で 「 あ る べ き 」 と し て き た 建 て 前 が い と も 簡 単  

に か わ さ れ る 現 今 の 状 況 が 、 “ あ る べ き ” を 求 め て 努 力 を す る 若 者 の 意 欲 を 殺 い で い る  

の で は な い か 、 と い う 懸 念 で あ る 。    

そ れ ら は 具 体 的 に は 、 例 え ば  

      →  今 の 運 営 方 針 を “ 想 定 ” し た 者 （ 経 営 責 任 者 ） は 誰 か  

          決 定 時 の 反 対 論 や 見 直 し 要 求 は ど の 様 に 処 理 さ れ て き た か  

      →  「 想 定 外 」 を 免 罪 符 と し な い た め の 歯 止 め は ど の 様 に な さ れ て い た か  

等 に 関 す る 対 応 方 法 に つ い て の 疑 念 で あ る 。  

  方 法 論 で あ る か ら 教 育 論 で も 精 神 論 で も な い が 、 こ こ で は 以 上 の 様 な 背 景 認 識 の

下 に 、 今 の 装 置 運 用 の 在 り 方 か ら 少 し で も 「 他 責 主 義 」 を 排 し 、 市 民 が 納 得 し う る 運

営 構 造 に 近 付 け る 方 法 に つ い て 模 索 し た も の で あ る 。  

 

１ ． リ ス ク を 指 標 に し た 総 知 に よ る 最 適 装 置 管 理  

世 の 中 で 行 わ れ る 諸 種 の 生 産 活 動 で 安 全 性 や 経 済 性 を 高 め 、 国 民 に も 安 心 感

を 与 え る た め に は 、 今 は や や も す れ ば 軽 視 さ れ が ち な 暗 黙 知 を 含 め た 人 間 の 総 知 が

体 系 的 に 盛 り 込 ま れ た 体 制 の 構 築 が 重 要 な よ う に 思 わ れ る 。   

  蛇 足 な が ら 、 こ こ で 総 知 と は 形 式 知 と 暗 黙 知 の 総 和 の こ と で あ る 。  

    形 式 知  ：  文 章 、 図 表 、 数 式 な ど で 表 現 で き る 知 識  

    暗 黙 知  ：  人 が 暗 黙 の 内 に 持 っ て い る 文 章 化 が 難 し い 知 識 、 個 人 の 技 術 や  

ノ ウ ハ ウ 、 物 の 見 方 、 洞 察 な ど  

 

暗 黙 知 を 含 め た 対 応 を 考 え る 時 に は 、 課 題 を 人 間 の 本 能 的 判 断 に 近 い 「 リ ス ク を

指 標 」 に し て 整 理 す る の が 分 か り 易 い よ う に 思 わ れ る 。  

そ し て そ の 為 に は 、 リ ス ク を 体 系 化 し て 捉 え る こ と が 必 要 に な る と 共 に 、 そ れ を 装 置

の 最 適 化 運 用 の 指 標 と し て 活 用 し て い く 上 で は 、 予 め 次 の 様 な 基 本 認 識 を 共 有 化 し

て お く こ と が 必 要 に な る 。  

   関 係 者 間 で 、 リ ス ク や 対 策 に 対 す る 認 識 や 感 度 を 共 有 す る 文 化 を 醸 成  

 有 用 性 を 高 め 公 正 性 ・ 公 明 性 を 確 保 す る た め 、 情 報 共 有 化 の 体 制 確 立 で は

次 の 様 な 理 解 が 必 要   

 ①  共 有 情 報 は レ ベ ル を 同 次 元 化 し 、 部 外 者 に も 理 解 可 能 な 言 葉 で 文 字 化  

  ②  運 営 ル ー ル 、 体 制 の 確 立 で は 自 己 都 合 的 判 断 の 混 入 予 防 に 配 慮  

自 己 中 心 的 判 断 の 回 避 ： 名 誉 ・ 栄 達 、 財 産 、 利 益 、 地 位  ・ ・ ・  
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情 報 の オ ー プ ン 化 に よ る 責 任 所 在 の 明 確 化  

          →  信 義 遵 守 の ハ ド メ は 情 報 の  「 文文 字字 化化 とと オオ ーー ププ ンン 化化 」  

 

２ ． リ ス ク の 摘 出 評 価 と 活 用  

右 は １ 例 と し て 示 し た 発 熱 反 応 槽 周 り の 概 略 フ ロ ー

で あ る が 、 製 造 現 場 に 存 在 す る リ ス ク は 何 れ の 場 合 で

も 次 の ３ 種 類 の 特 性 に 分 類 す る こ と が で き る 。  

 1 .  プ ロ セ ス の 怖 さ （ プ ロ セ ス 特 性 ） 、    

 2 .  役 割 の 重 大 さ （ 機 能 特 性 ） 、    

    3 .  設 備 の 頼 り な さ （ 設 備 特 性 ）  

そ の た め 、 装 置 （ プ ラ ン ト ） の 運 用 状 態 は 、 こ れ ら ３ つ

の リ ス ク を 同 一 次 元 で 評 価 し 、 そ れ を 次 の ２ つ の 信 頼 性 に 当 て 嵌 め て 比 較 す る こ と で

評 価 が 可 能 に な る 。  

「 要 求 信 頼 性 ( R e l .  ｒ e q . ) 」  ≦  「 耐 用 信 頼 性 ( R e l . a v a i l . ) 」  

こ こ で こ の ２ つ の 信 頼 性 と は  

「 要 求 信 頼 性 ( R e l . ｒ ｅ ｑ . ) 」 ： 運 転 側 が 求 め る 信 頼 性  

      「 耐 用 信 頼 性 ( R e l . a v a i l . ) 」 ： 設 備 側 が 確 保 し て い る 信 頼 性  

で あ り 、 両 信 頼 性 は 上 の ３ つ の 特 性 を 予 め 、 例 え ば  Ａ － Ｄ の ４ レ ベ ル で 統 一 的 に 評 価

し た 上 で 、 そ れ を 下 の 定 義 に 当 て 嵌 め る こ と に よ っ て 導 出 さ れ る 。  

「 要 求 信 頼 性 ( R e l . ｒ e q . ) 」 ＝ 「 プ ロ セ ス 特 性 」 と 「 機 能 特 性 」 の 中 の 最 高 値  

「 耐 用 信 頼 性 ( R e l . a v a i l . ) 」 ＝ 「 設 備 特 性 」 の 最 高 評 価 値  

        但 し 、 「 耐 用 信 頼 性 」 が 「 要 求 信 頼 性 」 の レ ベ ル に 満 た な い 場 合 は 、  

「 設 備 特 性 」 に 「 補 完 」 項 を 付 加 す る こ と に よ り 不 足 分 を 補 強  

 

３ ． リ ス ク の 定 量 評 価  

（ １ ） 「 要 求 信 頼 性 」 の 定 量 評 価  

リ ス ク の 定 量 評 価 は 、 受 容 す べ き ノ ル マ と し て 各 設 備 に 与 え ら れ て い る 負 荷 の 種 類

と 大 き さ を 、 「 プ ロ セ ス 特 性 」 「 機 能 特 性 」 「 想 定 外 乱 」 の カ テ ゴ リ 毎 に 、 定 量 評 価 の 尺

度 を 予 め 次 に 例 示 す る よ う な 視 点 を 参 考 に 設 定 し て 評 価 す る こ と に よ り 行 う 。  

 

「 プ ロ セ ス 特 性 」  ＝  設 備 故 障 が 設 備 、 人 命 等 に 及 ぼ す 損 失 の 大 き さ の 評 価  

①  取 扱 い 物 質 の 持 つ物 質 危 険 性 ： 爆 発 性 、 発 火 性 、 酸 化 性 、 引 火 性 等  

②  物 質 の 取 扱 い に 伴 う状 態 危 険 性 ： 圧 力 、 温 度 、 容 量 、 正 常 値 逸 脱 等  

③  人 体 有 害 性 ：  人 体 に 及 ぼ す 物 質 の 急 ・ 慢 性 毒 性 、 放 射 能 障 害 等  

「 機 能 特 性 」  ＝  設 備 故 障 が 関 連 設 備 や 系 外 で 発 生 さ せ る 損 失 の 大 き さ の 評 価  
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①  水 質 、 大 気 、 衛 生 等 、 環 境 保 全 の 維 持 機 能 に 及 ぼ す 環 境 阻 害 性  

②  操 業 、 品 質 、 効 率 等 に 及 ぼ す 生 産 阻 害 性  

③  設 備 故 障 が 関 連 設 備 を 損 壊 さ せ る 場 合 の 破 壊 危 険 性  

「 想 定 外 乱 」  ：  外 乱 に 起 因 し て 発 生 す る 損 失 の 大 き さ に 対 す る 評 価  

①  原 材 料 、 用 役 、 資 材 等 と 共 に 系 内 に 流 入 す る 損 失 原 因 に よ る 危 険  

②  気 象 、 雷 撃 、 地 震 、 津 波 等 、 設 置 環 境 異 変 の 発 生 に 伴 う 危 険  

 

な お こ の 指 標 設 定 で 留 意 す べ き は 、 法 令 ・ 規 則 等 で 定 め ら れ て い る 項 目 は ご く 稀 で 、

そ の 多 く は 独 自 に 設 定 す る こ と が 必 要 に な る の で 、 独 善 的 な 設 定 に な ら な い よ う に 留

意 す る こ と が 重 要 に な り 、 そ の 為 に も 文 字 化 、 オ ー プ ン 化 は 不 可 欠 の 前 提 に な る 。  

 

（ ２ ） 「 耐 用 信 頼 性 」 の 定 量 評 価   

「 耐 用 信 頼 性 」 は 、 設 備 の 性 能 が 所 定 の 期 間 、 確 実 に 維 持 出 来 る こ と に 対 す る

信 頼 性 の 評 価 で あ る か ら 、  

①  評 価 指 標 に は 、 プ ラ ン ト 内 の 全 設 備 に 適 用 可 能 で 入 手 が 容 易 な 評 価 要 素 、

例 え ば 定 検 周 期 と 技 術 蓄 積 の 度 合 い な ど  

②  前 提 と な る 性 能 維 持 を 求 め る “ 所 定 ” の 期 間 に は 、 プ ラ ン ト の 操 業 期 間 、 例

え ば 定 期 整 備 期 間 な ど  

を 総 知 を も っ て 想 起 す る こ と に よ っ て 策 定 さ れ る 。  

 ま た 、 こ の 「 耐 用 信 頼 性 」 の 評 価 で 認 識 す べ き は 、 「 設 備 特 性 」 の 評 価 と の 次 の 様  

な 違 い で あ る 。  

「 設 備 特 性 」 ： 所 定 性 能 が 安 定 的 に 発 揮 で き る こ と に 対 す る  

設 備 の 持 つ 本 質 性 能 の 評 価  

    「 耐 用 信 頼 性 」 ： “ 所 定 の 期 間 ” 、 必 要 な 設 備 性 能 が 安 定 的 に  

維 持 さ れ る こ と に 対 す る 評 価  

「 補 完 」 項 は 、 「 設 備 特 性 」 の 値 が 運 転 側 が 要 求 す る 性 能 、 即 ち 「 要 求 信 頼 性 」 に

満 た な い 場 合 に 不 足 分 を 補 強 す る 項 目 で 、 そ れ は 例 え ば 下 図 の 様 な 各 種 の 保 全 手

段 を 採 る こ と に よ っ て 対 応 さ れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

ま た 「 補 完 」 は 、 損 傷 し た 時 の 被 害 が 大 き い 設 備 に 対 す る ほ ど 手 厚 く 行 わ れ る の が

通 例 で あ り 、 そ の 配 分 傾 向 を 含 め た 補 強 策 の 展 開 は 次 の 様 な 「 保保 全全 管管 理理 密密 度度 」 と し

  

保全管理密度 設 備 の信 頼 性 向 上 に向 けての各 種 の努 力  
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基基基    本本本    計計計    画画画    

- 目 的 ･ 内 容  

-設計の前提条件 

-運転の前提条件 

-ﾌﾟﾛｾｽの基本設計 

 

設設設 計計計 ・・・ 調調調 達達達    

-設備基本設計 

-詳 細 設 計 

  -仕 様 書 作 成 

-発 注･検 収 

 

工工工       事事事    

 

試試試 運運運 転転転    

 

て 設 定 さ れ る 。  

従 っ て 、 こ こ で 「 保 全 管 理 密 度 」 を オ ー プ ン 化 す る こ と の 意 義 は 、 経 営 者 の コ ン プ ラ

イ ア ン ス 、 倫 理 観 等 に 関 す る 姿 勢 を 広 く 世 に 示 す こ と で あ り 、 そ の た め に も 、 こ の 「 保 全

管 理 密 度 」 は 経 営 責 任 者 が 自 ら の 手 で 文 字 化 し 決 定 す る こ と が 非 常 に 重 要 と な る 。  

 

４ ． ト ー タ ル 最 適 化  

  以 上 の 様 な 対 応 で 装 置 の 運 用 実 態 に 対 す る 理 解 が 関 係 者 全 員 の 間 に 深 ま る と 、

設 計 部 や 運 転 、 保 全 部 な ど の 縦 割 り 的 な 発 想 か ら 、 無 関 心 や 他 責 主 義 的 な 感 覚

が 薄 れ 、 自 ず と 装 置 運 用 の 最 適 化 に 向 か う 体 制 に 変 貌 し て い く こ と に な る 。  

最 適 な 装 置 運 用 を 目 指 す 時 の プ ラ ン ト の 運 営 で は 、 次 の よ う に  

   ①  「 要 求 信 頼 性 」 と 「 耐 用 信 頼 性 」 が 決 ま れ ば 「 保 全 管 理 密 度 」 が 決 ま り  

    ②  「 保 全 管 理 密 度 」 が 決 ま れ ば 「 設 備 管 理 処 方 」 と 次 期 の 対 応 方 針 が 決 ま っ

て く る 。  

 

 

 

 

 

 

 

そ し 更 に 、 こ の 様 な 装 置 の 運 用 状 態 を 維 持 発 展 さ せ て い く 為 に は 、 組 織 の 編 成 に  

お い て も 例 え ば 次 の 様 な 有 機 的 で 総 合 的 な 協 調 体 制 の 認 識 が 必 要 に な る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 耐 用 信 頼 性 」 と 「 要 求 信 頼 性 」 の 相 互 関 係 で 「 保 全 管 理 密 度 」 が 決 ま り 、  
              「 保 全 管 理 密 度 」 が 決 ま る と 設 備 管 理 処 方 の 内 容 が 決 ま る  

 

ﾌ ﾟﾛｾｽを変 えない限 り不 変  

今 我 慢 している設 備 の不 安 定 さを認 識  

信 頼 性 レベル毎 の保 全 業 務 の対 処 内 容 を決 定  

設 備 の耐 性 に対 する現 状 の不 満 、不 安 を 
解 決 するため の予 算 の傾 斜 配 分 方 針 を設 定  

 必 要 情 報 の摘 出  伝 承 すべき情 報 （例 ） 

共 通 の 伝 承  
・設 計の基 本 的 な考 え方 
・設 計 条 件 等 で採 用 した了 解 事 項 
・異 物 混 入 防 止 等 に対する設 計 思 想､対 策､留 意 事 項 

・ﾄﾗﾌﾞﾙ事 例､試 運 転 時 の異 常 、対 策 等 
・ﾒｰｶｰﾉｳﾊｳ等 を含む設 備の取 扱 い説 明､留 意 事 項 
          ・・・・・・・・・・・・ 

運 転 部 門 へ の 伝 承  

・運 転 保 全 上の管 理 項 目 ､具 体 的 な管 理 法､留 意 事 項 

・適 法 化､本 質 安 全､異 常 抑 制 ､拡 大 防 止 等 安 全 対 策 の考え方  
・環 境 保 全･衛 生 設 備 の設 計 思 想 

・粉 塵 爆 発､静 電 気 対 策 等 の前 提 条 件､設 計 思 想､留 意 点 等 
・製 品 品 質への原 材 料 品 質､運 転 条 件 等の影 響 要 因 、制 御 の方 法 
・異 物 検 知･除 去･洗 浄･ﾊﾟｰｼﾞ等の考 え方 

・ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ対策等､見過ごし易い配慮事項 
          ・・・・・・・・・・・・ 

保 全 部 門 への伝 承 事 項  
・ﾒｰｶｰ、機 種､材 料等の選定理由､各種ﾃｽﾄの実施結果 
・設計上の留意点､着眼点､懸念事項 

・設備設計に採用した特殊仕様､保全上の留意事項 
・設備の予想寿命､初回点検時期 
・特殊設備の構造､機能､点検方法､留意事項  

・異物混入防止に対する考え方､対策 
・予備品､潤滑油､日常点検等に対する考え方 
          ・・・・・・・・・・・・ 

業 務 の流 れ 

研究･開発 

運 転 部 門 

保 全 部 門  

運 転 部 門 

保 全 部 門  

機器ﾒｰｶｰ 
ｴﾝｼﾞ会 社  

運転部門 

保全部門 

工事会社 

機器ﾒｰｶｰ 

ｴﾝｼﾞ会社 
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  因 み に 、 次 は ト ー タ ル 最 適 化 の 主 旨 を 理 解 し た 組 織 体 が 、 今 の 縦 割 り 組 織 に よ る

弊 害 の 壁 を 越 え て 、 総 合 的 な 視 点 で 分 担 業 務 の 最 適 化 を 進 め て い る 例 で あ る 。    

 

 

 

 

 

 

 

  総 合 知 に よ る 設 備 管 理 法 は こ の 様 に 、 「 想 定 外 」 の 言 葉 で 安 易 に 糊 塗 さ れ る 現 今

の 他 責 主 義 的 風 潮 を 排 す る に 止 ま ら ず 、 装 置 の 運 用 に 係 わ る 関 係 者 全 て の 志 向 を

事 業 運 営 の 最 適 化 に 向 か わ せ る 上 で 極 め て 有 効 な 方 法 に な る 。  

因 み に 下 図 は 以 上 で 述 べ た “ 総 知 を 駆 使 し た 最 適 装 置 管 理 シ ス テ ム ” の 概 要 で 、

左 半 分 は 「 要 求 信 頼 性 」 の 評 価 、 右 半 分 は 「 耐 用 信 頼 性 」 の 評 価 を 導 出 す る た め の

エ ン ジ ン 部 分 の 概 略 を 例 示 し た も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上  

 

 運転員による 
   巡視ﾚﾍﾞﾙの設定 

 

 設備が具備すべき 
信頼性の指標 

 


